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第 10 回 沖縄企業の CSR 調査 
 

（CSR と企業経営） 
 

T216 月(1)法 103  

平成 20 年 12 月 25 日 

観光業界の経営分析 

 

№          内      容              参 考 等 
 
  
 CSR とは（Corporate Social Responsibility）、企業の社会的 
 責任であり、より広い視点からの企業評価の動きである。企業 

 は経営活動を通じて、利益の獲得、事業の継続等を実現するう 

 えで、①市場、②環境、③人間、④社会等の主要なステークホ 

 ルダーの関心事との調整を欠くことはできず、このための⑤コ 

 ーポレート・ガバナンスが必要である。          

（2004 年 1 月 経済同友会 日本企業のＣＳＲ） 

 

どのボトムライン（損益計算書の最終行）が大切か 

 
 企業（利益）   経済（利益）  社会（利益）  環境（利益） 

 

 損益計算書の   すべての面において、そのボトムラインにおいて 

 ボトムライン   利益をあげる必要がある。 

 

P/L 利益  →  経済的利益 → 社会的利益 → 環境的利益 

 

       （全員が敗者） 

× 損失   ←    ×     ←   ×    ←   損失 

       環境とは地球であり地球が壊れれば勝者はいない。 

 
  企業は世界の富を集めている。富の源泉は市場であり、労働で 
 あり、社会であり、地球であり、企業を取りまくすべてである。 

  企業の富の収集が、市場、労働、社会、地球に害を及ぼしたり、 

 破壊するような行動であることは許されない。 

 企業は“誠実に”経営を行うとともに、市場、労働、社会、地 

 球に対して、責任をもって、誠実に行動することによってのみ、 

 継続して存在することが許される。 

 

（Ｅメール課題 10） 

○？ 10. 観光業における CSRの重要性について述べよ。 
 提出期限：H21.1.5（月） 

 E メール：yamauchi@cosmos.ne.jp 








